
１

集
い
」
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮

し
て
中
止
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
は
ほ
ぼ
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
。

感
染
力
が
強
い
代
わ
り
に
重
症
化

し
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

高
齢
者
の
リ
ス
ク
は
高
く
、
ま
だ

普
通
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
と

は
言
い
切
れ
な
い
よ
う
で
す
。

　

２
月
と
３
月
に
予
定
し
て
い
る

行
事
は
、
こ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

特
徴
も
考
慮
し
つ
つ
開
催
の
是
非

を
判
断
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
ピ
�
ク
ア
ウ
ト
な
ら

　

﹁
演
芸
を
楽
し
む
会
﹂
を
開
催　

　

２
月
10
日
開
催
予
定
の
「
演
芸

を
楽
し
む
会
」
会
場
の
「
国
立
演

芸
場
」
は
、
飲
食
制
限
を
行
い
、

入
場
者
数
を
通
常
の
定
員
よ
り
減

ら
し
て
公
演
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を

み
は
３
月
８
日
頃
ま
で
に
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

　

﹁
お
花
見
ウ
�
�
キ
ン
グ
﹂
は

　

コ
ロ
ナ
の
沈
静
化
が
開
催
条
件

　

コ
ロ
ナ
で
２
年
も
開
催
で
き
な

か
っ
た
「
お
花
見
（
桜
満
開
の
小

金
井
公
園
散
策
と
車
座
で
一
杯
）」

を
３
月
29
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

宴
会
で
す
か
ら
、
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
い
て
い
な
け
れ
ば
困
難
で
す

が
、
そ
の
頃
に
な
れ
ば
開
催
可
能

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
、
参
加

申
込
み
受
付
を
始
め
ま
し
た
。
３

月
15
日
頃
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
小
金
井
公
園
併
設
の

「
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
は
休
園

中
で
、
再
開
し
て
も
ネ
ッ
ト
予
約

踏
ま
え
る
と
、
か
な
り
厳
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す

れ
ば
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
参
加
申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、

個
別
に
判
断
内
容
を
連
絡
し
ま
す
。

　

な
お
、「
国
立
演
芸
場
２
月
上
席
」

の
ト
リ
は
、
滑
稽
噺
の
名
手
三
遊

亭
笑
遊
で
す
。
参
加
申
込
み
は
２

月
５
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

﹁
学
習
交
流
会
﹂
は
コ
ロ
ナ
の

　

状
況
に
よ
り
開
催
方
法
を
変
更

　

３
月
15
日
の「
学
習
交
流
会
」は
、

コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
開
催
方
法

を
変
え
ま
す
。「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
出
れ
ば
中
止
し
ま
す
。
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
し
て
い
れ
ば
開
催
し
ま
す

が
、
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
懇
親

会
を
行
い
ま
せ
ん
。
収
ま
っ
て
く

れ
ば
懇
親
会
も
含
め
た
形
態
で
開

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
が

猛
烈
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
１
月
に
予
定

し
て
い
た
「
新
春
の

清　友 No.150
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催
し
ま
す
。

　
「
学
習
会
」
の

テ
ー
マ
は
「
福
島

の
現
状
と
処
理
水

海
洋
放
出
の
問
題

点
」。
参
加
申
込

﹁
２
・
10
演
芸
を
楽
し
む
会
﹂﹁
３
・

15
学
習
交
流
会
﹂﹁
３
・
29
お

花
見
﹂
～
実
施
の
方
向
で
準
備

方
式
に
な
る
と

想
定
さ
れ
、
入

園
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

満
開
の
桜
が

待
ち
ど
お
し
い

で
す
ね
。
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厚
生
労
働
省
は
、
１
月
21
日
、

22
年
度
の
年
金
額
を
「
０
・
４
％

引
き
下
げ
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

厚
生
年
金
は
、
新
規
裁
定
者
・
夫

婦
二
人
の
標
準
例
で
月
額
９
０
３

円
引
下
げ
に
な
り
ま
す
。

　

総
務
省
が
公
表
し
た
「
21
年
度

全
国
消
費
者
物
価
指
数
」
は
マ
イ

ナ
ス
０
・
２
％
で
し
た
。
一
方
、「
名

目
手
取
り
賃
金
変
動
率
」（
過
去
３

年
の
実
質
賃
金
変
動
率
△
０
・
２
％

＋
前
年
の
物
価
変
動
率
△
０
・
２
％

＋
可
処
分
所
得
割
合
変
化
率
０
％
）

は
マ
イ
ナ
ス
０
・
４
％
で
し
た
。

　

年
金
額
の
改
定
ル
ー
ル
で
は
、

物
価
指
数
・
賃
金
変
動
率
と
も
に

マ
イ
ナ
ス
で
賃
金
変
動
率
の
方
が

マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
き
い
場
合
、
新

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
は
、
前
年
分
を
加

え
た
０
・
３
％
減
を
来
年
度
以
降
に
積
み
残
し

22
年
度
年
金
額
は
０・４
％
引
下
げ

「マクロ経済スライド」とは

　「現役の年金被保険者増減」と「平均
余命の伸び」に基づきスライド調整率を
設定し、年金改定率から控除する仕組み。
● 22 年度指数
＊公的年金被保険者数の変動率（0.1％、

2018 ～ 20 年度平均）＋平均余命の
伸び率（△ 0.3％、定率）＝スライド
調整率（△ 0.2％）＋昨年の繰越分△
0.1％　⇒調整率マイナス 0.3％

●デフレ時の適用
＊年金改定率がゼロ以下の場合はマクロ

スライド調整率の引き下げを行わず、
次年度以降に積み残し（キャリーオー
バー）される仕組みになっている。

＊昨年に続き今年も積み残しが適用され
る。「マクロ経済スライド」による２
年分のマイナス 0.3％は、来年以降の
年金額がプラス改定になった時期に調
整（引上げ抑制）される。

規
裁
定
者
（
67
歳
以
下
）
は

賃
金
変
動
率
適
用
、
既
裁
定
者

（
68
歳
以
上
）
は
物
価
指
数
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
か
ら
既
裁
定
者
も
賃
金
変

動
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
す
べ
て
の
年
金

受
給
者
が
０
・
４
％
引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調

整
率
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
２
％
で

し
た
。
た
だ
し
、
年
金
額
が
引

き
下
げ
に
な
る
た
め
、
来
年
以

降
に
積
み
残
し
に
な
り
ま
す
。

昨
年
も
積
み
残
し
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
分
０
・
１
％
を
加

え
た
合
計
の
繰
り
越
し
は
マ

イ
ナ
ス
０
・
３
％
で
す
。

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
、

雇
用
者
数
が
増
え
れ
ば
マ
イ

ナ
ス
幅
は
抑
制
で
き
ま
す
。
22

年
度
指
数
の
公
的
年
金
被
保

険
者
数
の
伸
び
（
３
年
平
均
）

は
昨
年
よ
り
鈍
化
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
雇
用
減
少
の

影
響
が
出
始
め
た
と
み
ら
れ
、

来
年
以
降
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は

早
期
に
廃
止
す
べ
き
で
す
。

■マクロ経済スライドによる調整ルールの見直し（2018 年４月より適用）

賃
金
水
準
減
で
年
金
額
も
減
に

コ
ロ
ナ
の
影
響
？
雇
用
数
減
少
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今
月
号
で
機
関
紙
「
清
友
」
が

１
５
０
号
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
５
月
に
１
号
を
発
行

し
て
か
ら
12
年
10
月
、
当
初
の
プ

ラ
ン
で
は
２
月
に
１
回
程
度
を
想

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
は
じ
め
か

ら
ほ
ぼ
毎
月
発
行
に
な
り
、
10
年

以
上
に
わ
た
っ
て
完
全
月
刊
態
勢

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
自
治
労
系
退
職
者
会
の

中
で
も
、
機
関
紙
を
毎
月
発
行
し

て
い
る
の
は
数
団
体
し
か
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
会
の
行
事

に
対
す
る
協
力
と
、
多
く
の
方
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
読
後
の
感
想
な
ど

に
後
押
し
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
編
集
子
も
目
が
か

す
み
、
耳
も
遠
く
な
る
な
ど
、
ど

■年金額改定ルール ( 賃金・物価スライド )
　　　※ 2021 年４月より見直し適用

既 裁

物 価

新 裁

既 裁

物 価 賃 金 新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

既 裁

物 価

賃 金

新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

賃 金

物価上昇率

賃金上昇率

年金額の改定（スライド）のルール

①
②

③

④
⑤

⑥

平成28年に成立した年金改革法により、
令和３年度から賃金に合わせて改定

参考資料

　

働
き
な
が
ら
年
金
を
受
給
す
る

「
在
職
老
齢
年
金
」
は
、
賃
金
と

年
金
の
合
計
月
額
が
64
歳
以
下
は

28
万
円
、
65
歳
以
上
は
47
万
円
を

上
回
る
と
年
金
支
給
額
が
抑
制
さ

れ
ま
す
。
20
年
の
法
改
正
で
、
こ

の
支
給
停
止
調
整
（
開
始
）
額
が
、

22
年
４
月
か
ら
64
歳
以
下
も
65
歳

以
上
と
同
じ
47
万
円
に
な
り
ま
す
。

※年金額改定ルールは、賃金と物価の変動に応じて６つのパター
ンで構成されています。年金生活者の生活は物価に左右され
ますから、本来は、物価指数準拠にすべきですが、「少子高齢化」
対策を理由に昨年からが賃金変動率が物価指数を下回った場
合は、既裁定者も賃金変動率が適用されることとなりました。

※これにより、22 年度のケースでは④が適用されました。

▼
在
職
老
齢
年
金
の
支
給
停
止
調
整
額
は

　

22
年
４
月
か
ら
64
歳
以
下
も
47
万
円
に

　

あ
わ
せ
て
、
64
歳
以
下
に
適
用

さ
れ
て
い
た
、
賃
金
が
支
給
停
止

調
整
変
動
額
（
47
万
円
）
を
上
回

る
場
合
、
増
加
し
た
分
だ
け
年
金

支
給
額
を
停
止
す
る
仕
組
み
も
廃

止
さ
れ
、
在
職
老
齢
年
金
制
度
は

一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
任
用
組
合
員
（
準
会
員
）
に

と
っ
て
は
朗
報
で
す
ね
。

機
関
紙
が
１
５
０
号
に

う
や
ら
ヨ
タ
へ

ロ
期
に
入
っ
た

よ
う
で
す
。
後

継
者
探
し
が
急

務
で
す
ね
。

　
「
最
近
、
動
悸
が
す
る
」「
体
が

重
く
感
じ
る
」「
手
足
が
し
び
れ
る
」

「
ふ
ら
つ
く
」「
医
者
が
よ
こ
す
薬

は
、
本
当
に
必
要
な
ん
だ
ろ
う
か
」

な
ど
、
体
調
不
安
や
医
療
に
対
す

る
疑
問
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
に
み

な
さ
ん
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

　

健
康
や
医
療
に
関
す
る
相
談
を

気
軽
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

東
京
清
掃
は
毎
月
一
回
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
応
す
る
方

は
東
京
清
掃
顧
問
医
の
平
野
先
生

　

法
律
相
談
も

毎
月
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
会
員
は
活

用
で
き
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
�　

健
康
寿
命
の
維
持
を

（
亀
戸
ひ
ま
わ
り
診
療
所
理
事
長
）、

相
談
料
は
も
ち
ろ
ん
無
料
、
毎
月

第
４
水
曜
日
午
後
４
時
か
ら
で
す
。

　

退
職
者
会
の
会
員
は
、
こ
の
健

康
相
談
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
月
の
健
康
相
談
は
２
月

25
日
（
今
年
の
２
月
は
水
曜
日
が

休
日
な
の
で
特
例
）
で
す
。

　

申
込
み
は
、
退
職
者
会
の
戸
枝

事
務
局
長
宛090-8681-8221

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。



４

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2022 年２月
　

12
月
20
日
に
田
町
・
交
通
ビ
ル

で
行
な
わ
れ
た
狭
山
東
京
実
行
委

員
会
の
総
会
に
自
治
退
都
本
部
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
収
ま
ら
な
い
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
多
く
の
活
動
が
制
約

を
受
け
る
中
、
創
意
工
夫
し
な
が

ら
各
地
で
狭
山
第
三
次
再
審
請
求

闘
争
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
闘
い
の
中
心
部
隊
と

し
て
活
動
す
る
狭
山
東
京
実
行
委

員
会
の
活
動
の
総
括
と
、
間
近
に

迫
っ
て
い
る
決
戦
時
期
へ
の
意
思

統
一
を
図
る
大
事
な
総
会
で
し
た
。

　

桐
田
事
務
局
長
（
東
京
清
掃
元

委
員
長
）
が
総
会
議
案
を
提
案
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
２
月
の
狭
山
東
京
集
会
や
５

月
の
中
央
集
会
な
ど
は
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
10
月
29

日
の
狭
山
中
央
集
会
が
２
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
て
石
川
一
雄
さ
ん
・

早
智
子
さ
ん
の
元
気
あ
ふ
れ
る
声

が
響
き
渡
っ
た
こ
と
、
石
川
さ
ん

が
不
当
逮
捕
さ
れ
た
５
月
23
日
に

山
集
会
や
都
連
女
性
部
に
よ
る
高

裁
前
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
、
清

掃
・
人
権
交
流
会
の
狭
山
現
地
調

査
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
活
用
等

創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
次
再
審
の
扉
を
開
か
せ
る

た
め
に
、
東
京
高
裁
要
請
ハ
ガ
キ

行
動
な
ど
の
強
化
が
呼
び
か
け
ら

れ
、
２
月
28
日
に
台
東
区
民
会
館

で
開
か
れ
る
「
狭
山
事
件
の
再
審

を
求
め
る
東
京
集
会
」
に
結
集
し

よ
う
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

か
ら
の
発
言
で
は
墨
田
解
放
共
闘

と
清
掃
退
職
者
会
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
学
習
講
演
会
で
は
狭

山
弁
護
団
の
河
村
健
夫
弁
護
士
が

登
壇
。「
狭
山
第
３
次
再
審
請
求
の

現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
み
っ
ち

り
１
時
間
講
演
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

弁
護
団
の
決
定
的
な
科
学
鑑
定

に
よ
り
石
川
さ
ん
を
有
罪
と
し
た

証
拠
が
こ
と
ご
と
く
否
定
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
検
察
は
「
反
論
」

と
い
う
に
は
お
粗
末
な
意
見
書
し

か
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
最
重

要
証
拠
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
も
、

ま
も
な
く
出
し
終
え
る
状
況
に
あ

り
、
い
よ
い
よ
弁
護
団
か
ら
事
実

調
べ
・
証
人
尋
問
を
求
め
る
段
階

に
来
て
い
ま
す
。
今
春
が
山
場
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
裁
に
事
実
調
べ
と
再
審
開
始

を
決
断
さ
せ
る
た
め
に
、
何
と
し

て
も
世
論
を
盛
り
上
げ
る
必
要
が

あ
り
、
要
請
ハ
ガ
キ
も
大
き
な
意

義
が
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
半
で
は
、「
鳥
取
ル
ー

プ
裁
判
」
の
東
京
地
裁
判
決
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
９
月

の
判
決
で
は
『
復
刻
版
全
国
部
落

調
査
』
の
出
版
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
『
部
落
解
放
同
盟
関
係
人

物
一
覧
』
拡
散
は
違
法
と
し
て
差

し
止
め
を
認
め
ま
し
た
。
部
落
解

狭
山
東
京
実
行
委
員
会
第
27
回
定
期
総
会

「狭山第３次再審請求の現状と課題」を
講演する狭山弁護団河村健夫弁護士

放
同
盟
の
勝
訴
で
す
。

　

し
か
し
、
個
人
の
狭
い
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
侵
害
を
根
拠
に
し
た
た

め
、
原
告
が
強
く
求
め
た
「
差
別

さ
れ
な
い
権
利
」
や
「
人
格
権
」

を
無
視
し
、
部
落
差
別
の
実
情
も

把
握
し
て
い
な
い
な
ど
、
問
題
点

の
多
い
判
決
で
し
た
。
原
告
は
直

ち
に
控
訴
、
舞
台
は
東
京
高
裁
に

移
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
裁
判
も
部

落
差
別
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
許
さ
な
い
立
場
か
ら
、
極
め

て
重
要
で
す
。
弁
護
団
も
全
力
を

挙
げ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

狭
山
第
３
次
再
審
と
鳥
取
ル
ー

プ
裁
判
に
勝
利
す
る
た
め
、
私
た

ち
も
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
闘
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
押
田
五
郎
）

狭
山
第
３
次
再
審
と
鳥
取
ル
ー
プ
裁
判
の
勝
利
へ

ち
な
む
23
デ
ー

行
動
は
、
江
東

や
北
部
・
練
馬

に
続
き
、
墨
田

や
荒
川
で
も
取

り
組
み
が
活
発

に
行
な
わ
れ
、

各
地
域
で
の
狭

10.29 狭山集会で発言する
石川一雄さんと早智子さん

各
地
で
創
意
工
夫
し
た
闘
い
が

狭
山
事
件
の
再
審
を
か
ち
と
ろ
う

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
闘
い
を
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１
月
17
日
に
通
常
国
会
が
始
ま

り
、「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
が
重
要

な
論
戦
課
題
に
な
る
中
、
１
月
の 

「
19
日
行
動
」
が
国
会
議
員
会
館
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
首
相
の
二
枚
舌
を
許
さ
ず

　

岸
田
改
憲
を
阻
止
し
よ
う
！

　

主
催
者
は
、「
岸
田
は
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
検
討
に
言
及
し
、
改
憲

論
議
を
進
め
る
と
表
明
し
た
」「
岸

田
改
憲
を
市
民
運
動
の
力
で
阻
止

し
よ
う
」と
訴
え
、立
憲
野
党
か
ら
、

「
岸
田
首
相
は
敵
基
地
攻
撃
は
全
面

戦
争
を
招
く
と
の
認
識
を
示
し
な

が
ら
、
軍
拡
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
」「
沖
縄
や
岩
国
の
コ
ロ
ナ
は

米
軍
基
地
由
来
で
、
日
米
地
位
協

定
が
問
題
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

女
性
の
人
権
が
疎
か
な
社
会
を

　

希
望
の
持
て
る
社
会
へ
変
え
よ
う

　
『
市
民
連
合
』
は
、「
女
性
や
子

ど
も
の
自
殺
が
増
え
て
い
る
。
生

活
を
心
配
し
な
い
で
す
む
社
会
、

明
日
に
希
望
が
持
て
る
社
会
へ
、

政
治
を
変
え
よ
う
」
と
、『
女
性
に

よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談
会
』
は
、

「
年
末
年
始
に
行
っ
た
相
談
会
で
は

生
活
の
底
が
抜
け
て
い
る
よ
う
な

相
談
が
目
立
っ
た
。
健
保
に
入
れ

ず
医
療
も
受
け
ら
れ
な
い
人
が
多

い
。
女
性
が
元
々
抱
え
て
い
た
問

題
が
コ
ロ
ナ
で
顕
在
化
し
た
。
女

性
の
人
権
が
疎
か

に
さ
れ
て
い
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　
『
藤
沢
９
条
の

会
』
は
「
構
成
員

の
高
齢
化
」
に
言

及
し
、「
若
い
人

に
憲
法
の
大
事
さ

を
伝
え
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

寒
い
中
で
も
元
気

な
闘
い
が
取
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
不
要
！
戦
争
す
る
国
に
さ
せ
な
い
！

逃
げ
る
な
出
て
こ
い
！
サ
ン
ケ
ン
電
気
、
闘
い
は
こ
こ
か
ら

　
「
逃
げ
る
な
、
出
て
こ
い
！
サ
ン

ケ
ン
電
気
１
・
25
集
会
」
が
、
１

月
25
日
、
池
袋
の
と
し
ま
産
業
振

興
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
１
５
０
人

を
超
え
る
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

サ
ン
ケ
ン
電
気
は
地
元
で
愛
さ

れ
る
優
良
企
業
で
し
た
が
、
韓
国

へ
進
出
し
優
遇
措
置
を
受
け
て
成

長
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
な
る

や
、
韓
国
か
ら
の
撤
退
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
進
出
を
目
論
み
、
労
組
を

忌
避
し
て
事
業
閉
鎖
や
解
雇
を
仕

掛
け
ま
し
た
。
韓
国
サ
ン
ケ
ン
労

組
は
日
本
へ
の
遠
征
闘
争
で
一
度

は
勝
利
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
で

来
日
が
困
難
な
状
況
に
乗
じ
て
、

一
方
的
に
企
業
閉
鎖
・
全
員
解
雇

が
通
告
さ
れ
、
第
二
次
サ
ン
ケ
ン

闘
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

集
会
冒
頭
、
昨
年
５
月
10
日
に

サ
ン
ケ
ン
電
気
本
社
前
で
不
当
逮

捕
、
長
期
勾
留
さ
れ
て
12
月
末
に

釈
放
さ
れ
た
ば
か
り
の
尾
澤
孝
司

さ
ん
が
登
壇
し
、、
支
援
に
対
す
る

お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
闘
い
の
報
告
と
と
も

に
「
闘
い
の
記
録
」
が
上
映
さ
れ
、

ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ
た
韓
国
現
地
か

ら
闘
う
ア
ピ
ー
ル
が
届
け
ら
れ
ま

し
た
。
連
帯
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

は
、東
京
清
掃
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
参
加
、「
連
帯
し
闘
う
」
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

韓
国
サ
ン
ケ
ン
闘
争
は
、
日
本

の
労
働
運
動
に
元
気
を
も
た
ら
し

て
き
ま
し
た
。
悪
ら
つ
な
資
本
・

警
察
権
力
の
弾
圧
を
許
さ
ず
、
勝

利
す
る
ま
で
闘
い
ま
し
ょ
う
。

卑
劣
な
サ
ン
ケ
ン
を
許
さ
な
い
！

日
韓
連
帯
の
力
で
勝
利
を
！

長期勾留に抗し闘った
尾澤孝司さん
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東
京
清
掃
の
「
22
新
春
団
結
旗

開
き
」
が
、
１
月
20
日
に
連
合
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
の
旗

開
き
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
は
、「
労
働
組
合
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り
、
東

京
清
掃
の
さ
ら
な
る
運
動
の
前
進

を
図
る
」
と
い
う
位
置
付
け
の
も

と
、
集
会
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

江
森
東
京
清
掃
委
員
長
の
主
催

者
あ
い
さ
つ
、
染
自
治
労
都
本
部

委
員
長
、
小
宮
山
特
区
連
書
記
長
、

渡
邉
全
労
協
議
長
、
庄
司
退
職
者

会
会
長
の
４
氏
に
よ

る
来
賓
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
自
治
労
組
織

内
の
参
議
院
議
員
岸

ま
き
こ
さ
ん
か
ら「
組

織
内
議
員
の
活
動
と

国
会
情
勢
」
を
題
と

す
る
講
演
を
受
け
ま

し
た
。

　

岸
さ
ん
は
、「
岸
田

内
閣
は
ヌ
ラ
リ
ク
ラ

リ
し
て
何
も
や
ら
ず
、

東京清掃2022団結旗開き

東京清掃　
江森委員長庄司退職者会会長

岸まきこ　
参議院議員

ア
ベ
・
ス
ガ
政
権
と
大
差
な
い
」

と
批
判
し
た
う
え
で
「
現
場
職
員

の
声
を
国
会
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、

活
動
を
し
て
い
る
」
と
自
治
労
組

織
内
議
員
の
役
割
を
説
明
、「
公
務

の
民
間
委
託
に
よ
り
、
災
害
復
旧

な
ど
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
。
安

全
対
策
な
ど
公
務
員
の
職
場
環
境

改
善
は
住
民
の
た
め
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
拡
充
に
つ
な
が
る
」
と
国
会

と
現
場
の
共
闘
の
重
要
性
を
強
調

し
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
自

治
労
組
織
内
候
補
の
「
鬼
木
ま
こ

と
」
さ
ん
の
必
勝
を
訴
え
ま
し
た
。

国
の
官
僚
は
議
員
の
獲
得
票
数
に

注
視
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

集
会
形
式
に
よ
り
開
催

鬼
木
さ
ん
の

必
勝
を
！

今
度
、
再
任
用
を
終
る
仲
間
の
み
な
さ
ん　

退
職
者
会
に
残
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

す
。
子
・
孫
の
世
代
に
平
和
な
社

会
を
残
す
こ
と
も
大
事
で
す
。

　

社
会
保
障
の
レ
ベ
ル
は
、
労
働

者
の
賃
金
水
準
な
ど
に
よ
り
大
き

く
影
響
さ
れ
ま
す
。「
退
職
者
会
」

は
、
労
働
組
合
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
、

現
役
組
織
の
「
応
援
団
」
で
す
。

　

ほ
ぼ
毎
月
１
回
親
睦
行
事
開
催

　

正
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

　

会
員
の
親
睦
を
深
め
る
活
動
を

猛
暑
期
を
除
き
ほ
ぼ
毎
月
行
っ
て

い
ま
す
。
親
睦
旅
行
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
お
花
見
、
新
年
会
、
懇
親
会
、

落
語
鑑
賞
会
な
ど
で
す
。

　

再
任
用
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
れ

ま
で
退
職
者
会
の

準
会
員
で
し
た
。

再
任
用
が
終
了
し

た
後
は
、
改
め
て

正
会
員
へ
手
続
き

を
と
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
退
職
者
会
に

残
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

佃・月島フィールドワーク / 佃小橋にて
（2021 年 10 月）

学習会後の懇親会シーン
（2019 年５月）

　

「
退
職
者
会
」
は
主
に

　

こ
ん
な
活
動
を
や
っ
て
い
ま
す

　

高
齢
者
・
退
職
者
の
生
活
は
、

年
金
・
医
療
・
健
康
保
険
・
介
護

保
険
等
の
社
会
保
障
制
度
に
よ
り

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

制
度
を
決
め
る
政
府
と
交
渉
し
た

り
、
政
府
の
諮
問
会
議
等
に
声
を

反
映
で
き
る
唯
一
の
退
職
者
組
織

が
「
退
職
者
会
」
で
す
。

　

生
活
を
支
え
て
い
る
社
会
保
障

制
度
は
平
和
で
な
け
れ
ば
維
持
で

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
平
和
を
希

求
す
る
運
動
・
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
私
た
ち
自
身
の
問
題
で


